



































































































































を主張している I3 l。また日本列島全国の正月儀礼を詳細に調査し， 「餅なし正月」の事例に注
目し， 「コメ」文化と「非コメ」文化の対立と同化の過程を想定，検証した坪井（羊文氏の研究も

























































































































































































列島の社会と国家』 （小学館， 1991年）， 『日本の歴史をよみなおす』 （筑摩書房， 1991年），
『続・日本の歴史をよみなおす』 （筑摩書房， 1996年）などがある。




7)千葉徳爾「日本山村史研究序説」 （『民俗と地域形成』風間書房， 1966年） pp. 360-397。
8)佐々木高明「山民文化の伝統一縄文文化伝統の再評価」 （『縄文文化と日本人一日本基層
文化の形成と継承』小学館， 1986年）pp. 207-263。
9)宮田登『日和見一日本王権論の試み』 ｛平凡社 （平凡社選書）， 1992年｝。
















18)畑井弘「山野の聖域的先取と焼畑農耕民の反抗ー非律令的世界の反逆」 （『日本歴史』 336, 
1976年） PP. 41-59など。
19)黒田日出男「中世の『畠』と『畑』ー焼囲農業の位置を考えるために」 （『日本中世開発史





23) 『中央大学山村研究会報告集皿』 （中央大学山村研究会， 1994年）。
24)加藤章「歴史研究の多様化と歴史教育内容の変化ー構成原理としての社会史」 （『社会科
教育論叢』 37,1990年） pp. 39-49。
25)網野善彦『日本史再考一新しい歴史学の可能性』 ｛日本放送出版協会 (NHK人間大学テ
キスト）， 1996年｝。筆者が確認した教科書についてみると， 『新詳説日本史』 （山川出版
社， 1995年）， 『日本史B』 （実教出版 1994年）， 『新日本史B』 （自由書房 1995年），
はすべて「百姓」とすべきところを「農民」と表現している。
26)塚田孝「近世社会像と教科書記述」 （歴史教育評議会編『前近代史の新しい学び方ー歴史
教育と歴史学との対話』青木書店， 1996年） pp. 276-283。
27)前掲註25)など。
28)例えば橋本鉄男「柚人の伝統」 ｛大林太良編『日本の古代10ー 山人の伝統』中央公論社，
1987年（文庫版1996年） } pp. 209-245, など。
29)笹本正治「早川流域地方と穴山氏」 （『戦国大名武田氏の研究』思文閣出版， 1993年）。
30)前掲註21)。
31)前掲註22)。
32)そしてそのような必要をもたらした高度経済成長期を現代史のなかに的確に位置づけること
も，今後の日本史教育の課題として浮上してくるだろう。
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